
２０１２－２０１３年度

米山奨学生・カウンセラー研修会
２０１２年７月１６日〔月・祝〕
於 東天紅 センシティタワー２３F

1・2 部 研修会 15：00～17：30

3 部 懇談会 17：30～19：00

次 第

【1部】 司会・進行 米山記念奨学委員会

委員 時田 清次

15：00 ・開会の挨拶および開催主旨説明 米山記念奨学委員会

委員長 平野 一隆

15：07 ・米山記念奨学会 副理事長挨拶 公益財団法人Ｒ米山記念奨学会

副理事長 平山金吾

15：10 ・DVD 上映 「素晴らしい贈り物」（20 分）

15：30 ・卓話 「奨学生の心得及びガイダンス」（30 分） 委員長 平野 一隆

【2 部】 テーブルディスカッション

16：00 ・主旨および進め方の説明 米山記念奨学委員会

委員 織田 信幸

16：05 ・テーブルディスカッション （45 分）

16：50 ・各チーム 発表 持ち時間 5 分 （30 分） 各チーム 発表者

17：20 ・ガバナー 挨拶 （10 分） ガバナー 得居 仁

17：30 ・終了

国際ロータリー第２７９０地区 ロータリー米山記念奨学委員会



【3 部】 懇談会 司会・進行 委員 織田 信幸

17：30 ガバナー エレクト 挨拶 ガバナー エレクト

関口 徳雄

17：35 ・乾杯 カウンセラー

妻島 不二夫（柏南）

歓談 （15 分）

17：50 ・1 分間スピーチ （近況報告や本日の感想） 各 奨 学 生

18：30 ・ビンゴゲーム 委員 秋葉 幸男

18：57 ・締めの挨拶 閉会の辞 委員長 平野 一隆

開催主旨 世話クラブ・カウンセラー・奨学生間の関係がどのように深まり構築されているかを

検証し、そこから生じる問題点の早期発見と相互間の理解度を深め、残された奨学期間を

より充実したモノに作り上げていくための意見交換を行う。

また、米山月間に合わせ（10 月）世話クラブ以外のクラブに対する卓話サービスを

積極的に取り組んでもらうための確認の場とする。

【テーブルディスカッション テーマ】 ◎印 優先

「奨学生テーマ」

◎「米山奨学生に採用され感じた事や変わった点」

「外から見たロータリーと内から見たロータリーの相違点」

◎「ロータリー事業の参加義務や卓話義務についてどう思うか」



◎「留学生活を送るにあたり、今、困っている事は何？」

「困った事、悩み 誰に相談しているか」

「指導教員との関係はうまくいっているか」

「望ましい米山奨学生像とは」

「カウンセラーテーマ」

「奨学生と接して感じた事」

◎「どの様な 1 年にしたいか」

◎「奨学生にどのようなことを期待するか」

「奨学生に対し、今、要望したい事」

◎「奨学生と会員の交流は出来ているかまた、工夫している事は」

「望ましいカウンセラー像とは」

「共通テーマ」

◎「他のロータリアンとの交流の場をどのように作っていくか、ほしいか

また、どのような形が望ましいか」

◎「相互（奨学生・カウンセラー）のコミュニケーションは取れているか

故国の話・家族の話・学業の話・友人の話等々」

テーブルディスカッション の形式および流れ 説明



形式 カウンセラー、奨学生 各 4～5 名 計 8～10 名で テーブルを作る

テーブル数 6 卓 №１～№６

テーブルへの振り分け クラブ単位でカウンセラーと奨学生が それぞれ奇数・偶数の番号を引いてもらい

その番号のテーブルに着席してもらう。（同じテーブルに成らない様振り分ける））

役割分担 チューター（進行役）委員会より指名（時田さん、秋葉さん、

他はカウンセラーにお願いする。）

発表者 各 1 名

書記 各 1 名

進行 16：05 まず、はじめに 30 秒～1 分間で 自己紹介をしてもらう

（45 分） 続いて役割分担（発表者・書記を決定）発表者は原則カウンセラーにしてもらう

テーマに沿ってディスカッション （45 分間）

◎印項目（各３つ、共通２つを優先し 奨学生⇒カウンセラー⇒奨学生の順で

コメントしてもらう）各テーマ 5 分程度 8Ｘ5 分 40 分

＊時間の経過を見ながら時間がかかるようであれば共通質問事項へ移行

発表 16：50 テーブルごとの発表 （各自持ち時間 5 分）

発表は 出来るだけ カウンセラーに（＊正確に発表してもらうため）

コミュニケーション能力状況見て奨学生でも可

終了 17：30 ディスカッション終了後 懇談会用に席替え行う（最小限の移動）

＊出身クラブ 奨学生・カウンセラーを 同じ席に・・・



カウンセラーが世話奨学生の隣の席に移動 奨学生はそのまま

懇談会開始


